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I have been playing many trumpet concertos using the modern valved trumpet. The works 
were composed in many periods from the Baroque through modern period.  However, it is not 
until the late 19th century that the valved trumpet was developed. The works composed before 
the development of the valved trumpet could not have been performed by the valved one. So we 
cannot overlook the fact that the transitional trumpet other than the valved one was in use and 
the works before the late 19th century were composed for the transitional one. Performing the 
works using the trumpet used in those days is to reproduce the musical expression of the days 
quite different from the one performed by the valved trumpet, which is the expression pursued 
by the composers of those days. The studies on the old trumpet like the keyed one are not 
developed enough, though the performance with original instruments has recently come to be 
held little by little.
I have tried to shed a new light on the original expression by the keyed trumpet through 
the study of the difference of the performing method between the keyed trumpet and the valved 













　こうした過去のトランペットの中でも、18 世紀の終わり頃アントン・ヴァイディンガー Anton 
Weidinger（1766-1852）によって発案されたキートランペットは、ハイドン Franz Joseph Haydn












（図 1：Keyed Trumpet(5key),Günter Hett 制作　2015　筆者所蔵）
2.1. 開発の経緯






1   論文としては、M.J.Rouček 2012 Chromaticism of brass musical instruments in the first half of the 19thcentury – instruments 
fitted with a key mechanism  PhD.diss. Přidělovaný akademický のみしか探すことができなかった。この論文には、キートラン
ペットを中心とした楽器の変遷と .Rouček が集めた資料が記載されている。他にも、Dahlqvist,Reine. The Keyed Trumpet and 
its greatest Virtuoso,Anton Weidinger にこの楽器を発案し普及したヴァイディンガーのことが書かれている。
2  アーバン Joseph Jean-Baptiste Laurent Arban (1825-1889）が、1864 年に書いた教則本 Grande méthode complete pour cor-
net à pistons et de saxhorn。ヴァルヴ式トランペットも同じ構造であるため、多くの教則本は、この本をもとに編纂されている。











　さらに、ヴァイディンガーはアントニーン・コジェルフ Leopold Anton Kozeluch (1747-1818)
に≪協奏交響曲（トランペット・ピアノ・マンドリン・コントラバスのための）変ホ長調≫（1798
年）を、またヨーゼフ・ヴァイグル Joseph Weigl (1766-1846) に≪協奏曲変ホ長調≫（1799 年）
を委嘱している。ハイドンの協奏曲は 1800 年に宮廷劇場で初演されているが、その時には大々的
















5  S.K.Klaus 2012 Trumpets and Other High Brass Vol.2, (California:National Music Museum,Inc. 2013), 249,256.
























　フンメルの協奏曲 11 は 1804 年元旦に行われるエステルハージ家の晩餐会のために、1803 年に
作曲された。同年、フンメルはエステルハージ家の宮廷楽長の任に就いている。楽譜にはいたると
7  Klaus, 2012.159.
　ベル以外からも音が出てしまうため、音色に違いが生じる。
8  Ibid, 162.
9  Hummel 2011.Concerto a Tromba principale 1803 Autograph























トランペットの演奏技術の一つである。ロワ Roy C.Eugène （ca.1790-1827）の書いたキートラン
ペットのための教則本 14 にも書かれており、当時のトランペット奏者にとって重要な技術であった。






12  R.Dahlqvist 1975. The Keyed Trumpet and its greatest Virtuoso,Anton Weidinger,17-20.
13 普及している変ロ調のトランペットでは、演奏技術的にホ長調よりも変ホ長調の方が演奏しやすい。また、ハイドンの協奏曲
が変ホ長調であることも影響していると考えられる。




るデュエット、トリオ、カルテットなど 8 ページ、キートランペットに関する序文 2 ページ、キートランペットで行う基礎練






図４　第 1 楽章　297 小節























3.5. 第 3 楽章におけるテンポ
　この協奏曲の第 3 楽章で一番の問題となっているのはテンポである。表記には Rondo とだけ書
かれていることから正確なテンポを知ることはできない。ここで筆者が提言したいのは、現在の演










15  Tremolo. 振動、ゆらぎの意。同音反復とバッテリーの 2 種類がある。
16  E.Tarr, 2010, 17-18.
17  橋本英二。2011。28 頁






















　　ソラソ♯ファソ　→　0  12(3)  0  2  0
キートランペット












図 11　第３楽章　24 小節～ 31 小節
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　当時、ケルビーニ Luigi Cherubini（1760 – 1842）のオペラはヨーロッパの各地で多く演奏され
る人気の演目であった。その作品の一つであるオペラ≪二日間≫（les deux journées）19 は、フン
メルがトランペット協奏曲を作曲していた 1803 年にウィーンにおいて頻繁に演奏されていた。
　この第 2 幕フィナーレに書かれているフレーズと第 3 楽章 167 小節目から始まるオーケストラ
の楽譜がフレーズも調性も全く同じであるため、フンメル自身も聴衆への反響を意識して書いたと




19  ≪水の運搬人≫（Der Wasserträger）とも言われている。1800 年にパリにて作曲され、大成功を収めた。
20  E.Tarr, 2010, 6-7.
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